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 かんきつの植付けで、深植え（接木部よりも上まで土

が覆われる）のケースがよく見られます（写真）。深植

えは、台木の根ではなく、接ぎ木の品種（河内晩柑な

ど）の根（自根）が出やすくなります。このような場合、

樹高が高く、品質が低下し、結果量が少なくなりやすい

などの症状が出ます。接木部をしっかりと出して台木

の根がしっかりと張れるように管理しましょう。 

１．植穴準備 

植穴は直径１ｍ程度、深さは 30 ㎝までとし

ます。 

一穴当たり、熔リン 500ｇ、苦土石灰２㎏、

堆肥 20 ㎏を入れてよく混和します。 

２．植え付け 

 植付け前に根を水に浸け、植え付けまで

乾かさないように取り扱います。 

台木との接木部分を土に埋めないように浅植

えとします。 

根は、丁寧に広げて植え付けます。 

植付け後はたっぷり灌水を行います。 

1 年生苗は、接木部分から 40～50 ㎝程度のとこ

ろまで切り返します。 

 風で倒れないように支柱への誘引、スカーティ

ングを実施しましょう。 

 

堆肥等と土を
混和し、植穴
に戻す

植穴は深くしない
根は横に広げて植える 台木はカラタチ。

主根は切り落とす

良い例 

接木部が地表に出る 

良くない例 

接木部が地下に埋まる 

接木部 

40〜50ｃｍ

輪状芽（コブ）
より下で切る

接木部は土に埋め
ずに、地上部に出
す

支柱に誘引する スカーティング


